
村時代の三芳は車通りが少なかったですね。そのためか町になってもしば

らくは砂利道（未舗装道路）が多く、道路を直すときは隣近所でシャベル

やらいろんな道具を持ってきて直していました。大変でしたが、そうやって

地域で共同作業をやったことが、今の地域のつながりの強さに結びついて

いると思います。1970 年の町制施行記念式典のことは、町内各地区のお

囃子が一堂に会して披露した初めての機会でしたし、父が北永井のお囃子

をやっていたので覚えています。町を挙げての初めてのお祭りで多くの町

民が集まって賑わいをみせていましたね。

昭和 28（1953）年撮影
北永井囃子保存会で初めて山車

を作った時の写真。町制施行記

念式典でこの山車から北永井の囃

子が披露されました。

半
世
紀
前
の
記
憶

半
世
紀
に
わ
た
る
三
芳
町
の
軌
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

三
芳
で
生
ま
れ
、
三
芳
で
育
っ
た
２
人
に
半
世
紀
以
上
前
の

記
憶
と
昔
の
思
い
出
を
伺
い
ま
し
た
。

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）

4
月
9
日

藤
久
保
交
差
点
信
号
点
灯
式
（
三
芳
で
最
初
の
信
号
）

11
月

旧
中
央
公
民
館
開
館

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）

11
月
28
日

人
口
1
万
人
突
破

12
月
27
日

三
芳
小
学
校
の
木
造
校
舎
西
側
を
建
て
替
え
た
西
（
現
）
校
舎
完
成

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）

6
月
15
日

村
営
水
道
が
給
水
開
始

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

4
月
1
日

藤
久
保
小
学
校
開
校
（
校
舎
は
昭
和
46
年
4
月
完
成
）

7
月

旧
役
場
庁
舎
完
成

11
月
3
日

町
制
施
行

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）

関
越
自
動
車
道
練
馬
IC
～
川
越
IC
開
通
・
三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
供
用
開
始

12
月

町
章
決
定

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）

4
月
1
日

三
芳
小
学
校
第
一
分
教
場
（
上
富
分
校
）
が
独
立
し
、
上
富
小
学
校
開
校

（
校
舎
は
同
年
11
月
完
成
）

4
月
1
日

第
一
保
育
所
開
所

6
月
18
日

竹
間
沢
車
人
形
復
活
公
演

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

1
月

三
芳
中
学
校
の
木
造
校
舎
を
建
て
替
え
た
新
（
現
）
校
舎
完
成

4
月
13
日

人
口
2
万
人
突
破

11
月

藤
久
保
小
学
校
の
増
築
校
舎
（
北
側
）
完
成

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）

4
月
1
日

唐
沢
小
学
校
開
校
（
校
舎
は
同
年
7
月
完
成
）

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）

3
月

三
芳
小
学
校
東
側
の
木
造
校
舎
を
建
て
替
え
た
東
（
現
）
校
舎
完
成

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

4
月

三
芳
東
中
学
校
開
校

10
月
21
日

東
武
東
上
線
み
ず
ほ
台
駅
開
業

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）

4
月

第
二
保
育
所
開
所
・
藤
久
保
に
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設

11
月

第
1
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

1
月
1
日

町
民
憲
章
・
町
民
の
日
・
町
の
木
・
町
の
花
・
町
の
鳥
を
制
定

11
月
16
日

第
1
回
産
業
祭
開
催

11
月
15
日

藤
久
保
・
竹
間
沢
の
一
部
の
町
名
を
変
え
、「
み
よ
し
台
」
誕
生

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

4
月
1
日

竹
間
沢
小
学
校
開
校
・
第
三
保
育
所
開
所

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）

6
月
30
日

人
口
3
万
人
突
破

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）

5
月
1
日

藤
久
保
公
民
館
開
館

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）

4
月
1
日

藤
久
保
中
学
校
開
校
・
公
共
下
水
供
用
開
始

11
月
23
日

歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）

5
月

総
合
運
動
公
園
開
設

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）

7
月

旧
池
上
家
住
宅
・
こ
ぶ
し
の
里
完
成

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

三
芳
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
み
ら
い
く
ん
」
誕
生
・
三
芳
生
誕
百
年
記
念
式
典
開
催

平
成
2
年
（
１
９
９
０
）

7
月
24
日

中
央
図
書
館
開
館

平
成
3
年
（
１
９
９
１
）

9
月

第
1
回
み
よ
し
ま
つ
り
開
催

平
成
4
年
（
１
９
９
２
）

8
月

竹
間
沢
公
民
館
・
出
張
所
・
児
童
館
開
館

平
成
6
年
（
１
９
９
４
）

7
月

広
報
み
よ
し
５
０
０
号
発
行

11
月

役
場
庁
舎
が
現
在
の
場
所
に
移
転

平
成
8
年
（
１
９
９
６
）

7
月
7
日

三
富
新
田
開
拓
３
０
０
年
記
念
事
業
で
移
築
復
元
の
旧
島
田
家
住
宅
開
館

7
月
20
日

竹
間
沢
図
書
館
分
館
開
館

平
成
9
年
（
１
９
９
７
）

6
月
14
日

竹
間
沢
の
一
部
の
字
名
町
名
を
変
え
、「
竹
間
沢
東
」
が
誕
生

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

4
月
21
日

三
芳
町
文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し
開
館

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

10
月

総
合
体
育
館
開
館

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

町
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
、「
み
ら
い
く
ん
」
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド

「
の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
」
誕
生
・
旧
中
央
公
民
館
閉
館

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

10
月
15
日

第
一
回
世
界
一
の
い
も
掘
り
ま
つ
り
（
当
時
は
「
世
界
一
の
い
も
掘
り
大
会
」）

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

10
月
16
日

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
連
携
推
進
に
関
す
る
協
定
締
結

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

5
月
15
日

中
央
公
民
館
開
館
（
併
設
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
同
年
4
月
稼
働
）

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）

6
月

よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち
宣
言

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

3
月

「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

11
月

マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

平
成
30
年(

２
０
１
８)

4
月
27
日

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔
道
の
オ
ラ
ン
ダ
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

令
和
元
年
（
２
０
１
９
）

4
月
1
日

三
芳
生
誕
１
３
０
年
イ
ベ
ン
ト
開
催

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

2
月
28
日

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
レ
ー
シ
ア
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

6
月

広
報
み
よ
し
１
０
０
０
号
発
行

昭和平成令和

 昔から地域のつながりが強いのが、三芳の魅力。

町制施行当時  22 歳　松本 正好さん（北永井在住）

先人から受け継がれた歴史文化を未来へ伝

えていくため、今日まで大切に守られてき

た三芳町の文化財。その一部は歴史民俗資

料館の展示で見ることができます。（P9 左

上の案内参照）

郷土芸能

三富新田 など

土器・石器

川越街道は昔、車線が狭くて事故が多く、車が家のブロック塀を突き破ってきた

こともありました。村時代の藤久保は、川越街道の東から鶴瀬駅までずっと畑が

広がって東西に通る道がほとんど無く、交通の面で不便があったように思います。

私はご縁あって区画整理に携わってきました。きっかけは、ちょうど三芳が町に

なる頃、川越の区画整理で何もない畑の中に道や区画ができていくのを見たこ

とです。それから 50 年以上、三芳町が変わっていく姿を見てきましたが、道が

広がり、新しい道ができて整備がずいぶん進んだと思います。これからも未来を

見据えて地域全体を考えた、住みやすいまちづくりが進んでほしいですね。

町制施行当時  17 歳　江原 弘志さん（藤久保在住）

川越街道の東側は畑が広がり、鶴瀬駅まで見渡せた。

▶
町
制
施
行
記
念
式
典（
１
９
７
０
）

▶
建
設
中
の
三
芳
東
中（
１
９
７
７
）

▶
車
人
形
復
活
公
演
（
１
９
７
２
）

▶
旧
島
田
家
住
宅
開
館（
１
９
９
６
）

▶�

オ
ラ
ン
ダ
柔
道
選
手
と
の
交

流
の
様
子
（
２
０
１
９
）

新しくできた地区

富士見市のみずほ台土地区画整理事業に

伴って昭和 50（1975）年に開始された、

三芳みずほ台土地区画整理事業により誕生

しました。新町名は、東武東上線の「みず

ほ台」駅から名前を取り「みよし台」となっ

たようです。

みよし台

昔は水田でしたが三芳町竹間沢第一土地区

画整理事業が行われ、工業団地になってい

ます。

新町名は①元々の地名「竹間沢」を残す②

地図で見て一番東にある③竹間沢にある字

名（北側、南側、通西）に方位の「東」が

ないことから「竹間沢東」に決まりました。

竹間沢東

昭和 45（1970）年頃撮影
藤久保交差点近くから川越街

道の東側、鶴瀬駅方面を写し

た写真。建物が少ないのが印

象的。

三芳の宝！文化財


